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1.  平成22年2月期第3四半期の業績（平成21年2月21日～平成21年11月20日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 30,283 ― 237 ― 450 ― 134 ―

21年2月期第3四半期 31,676 ― 569 ― 800 ― 376 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 12.08 ―

21年2月期第3四半期 33.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 21,766 11,094 51.0 995.42
21年2月期 21,410 11,129 52.0 998.33

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  11,094百万円 21年2月期  11,129百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― ― ― 15.00 15.00
22年2月期 ― ― ―

22年2月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成22年2月期の業績予想（平成21年2月21日～平成22年2月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,500 0.4 350 △39.6 600 △32.5 200 △43.1 17.94
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 11,172,300株 21年2月期  11,172,300株

② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  26,424株 21年2月期  23,845株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年2月期第3四半期 11,146,791株 21年2月期第3四半期 11,149,255株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用
指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
 本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については４ページ【定性的情報・財務諸表等】3. 業績予
想に関する定性的情報をご覧下さい。 
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政策的な内需底上げや外需の復調により企業の生産活動

に一部回復の兆しが見られましたが、急速な円高の進行や物価の下落基調が続き企業の収益環境は厳しさ

を増しました。個人消費におきましても、雇用情勢の悪化や所得減少の長期化で家計の生活防衛を意識し

た動きが広がり低調に推移しました。 

このような状況のもと、当社は経営方針である「強い企業の実現」を目指し、地域に密着した品質重視

の住関連商品の取扱いとサービスを強化するとともに、収益体質の改善に取り組んでまいりました。 

店舗政策におきましては、商品の見直しと住関連商品の強化およびお客様の利便性向上を目的とする改

装をホームセンター５店舗で行いました。 

商品部門別には、グリーン・ファーム部門や植物部門は引き続き好調に推移いたしましたが、インテリ

ア・ファニシング部門やカー用品部門は専門店との競合と用品需要の低下から苦戦が続きました。 

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は302億８千３百万円となりました。営業利益は消費の低

迷、競争の激化から売上が減少したものの経費の節減に努めたことにより２億３千７百万円、経常利益は

４億５千万円、四半期純利益は１億３千４百万円となりました。 

  

(資産) 

流動資産は、前事業年度末と比べ17億５千３百万円増加し95億９百万円となりました。これは、現金及

び預金が７億５千７百万円、たな卸資産が１億７百万円増加したこと等によります。 

固定資産は、前事業年度末と比べ13億９千８百万円減少し122億５千６百万円となりました。これは、

差入保証金が未収入金への振替等により８億８千９百万円、有形固定資産が減価償却等により３億２千１

百万円減少したこと等によります。 

この結果、総資産は、前事業年度末に比べ３億５千５百万円増加し217億６千６百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前事業年度末と比べ７億６百万円増加し86億１千万円となりました。これは、買掛金が７

億８百万円増加したこと等によります。 

固定負債は、前事業年度末と比べ３億１千５百万円減少し20億６千万円となりました。これは、長期借

入金が３億４千３百万円減少したこと等によります。 

この結果、負債合計は前事業年度末と比べ３億９千万円増加し106億７千１百万円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は、前事業年度末と比べ３千５百万円減少し110億９千４百万円となりました。これは利益

剰余金が配当金の支払等により３千２百万円減少したこと等によります。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報
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今後の見通しにつきましては、景気の持ち直しが期待されるものの、雇用情勢の一層の悪化やデフレス

パイラルが懸念されるなど、個人消費は引き続き厳しい状況で推移するものと思われます。 

このような環境下、当社は「最も信頼される商品とサービスの提供」を通してお客様第一主義を実践

し、変化に対応する企業体質の強化に努めてまいります。 

当期(平成22年２月期)の業績予想に関する事項につきましては、平成21年４月３日に公表いたしました

業績見通しに変更はありません。 

  

3. 業績予想に関する定性的情報
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① 簡便な会計処理 

(一般債権の貸倒見積高の算定方法) 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

(たな卸資産の評価方法) 

当第３四半期会計期間末棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

(固定資産の減価償却費の算定方法) 

定率法を採用している資産については、当会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

(経過勘定項目の算定方法) 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

(繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法) 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度の末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

② 四半期財務諸表作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務

諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

(「リース取引に関する会計基準」等の適用) 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企

業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日本公認会計士協会会計制度委員会)、平成19年３月30

日改正))が平成20年４月１日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができるこ

とになったことに伴い、第１四半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る

方法に準じた会計処理によっております。 

また、借主側における所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。  

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃借取引に係る方法に準じた会計処理を引続き採用しております。 

この変更による損益に与える影響はありません。 

  

当社は、平成20年度の税制改正を契機として有形固定資産の利用状況を見直した結果、当事業年度よ

り、機械及び装置の耐用年数を変更しております。 

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

  

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(追加情報)
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１【四半期財務諸表】 
 (1)【四半期貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年11月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,293,082 535,510

売掛金 415,813 353,888

たな卸資産 6,466,581 6,358,764

その他 1,334,437 508,096

流動資産合計 9,509,914 7,756,260

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,138,313 3,325,679

土地 2,185,007 2,185,007

その他（純額） 736,577 870,760

有形固定資産合計 6,059,897 6,381,447

無形固定資産 443,080 451,207

投資その他の資産   

前払年金費用 18,811 21,885

差入保証金 4,670,120 5,559,669

その他 1,102,989 1,278,783

貸倒引当金 △38,626 △38,561

投資その他の資産合計 5,753,294 6,821,776

固定資産合計 12,256,272 13,654,431

資産合計 21,766,186 21,410,691

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,636,337 5,927,800

1年内返済予定の長期借入金 760,803 759,140

未払法人税等 174,056 190,500

その他 1,039,341 1,026,604

流動負債合計 8,610,538 7,904,045

固定負債   

長期借入金 1,028,058 1,371,700

役員退職慰労引当金 497,860 485,088

賃借契約損失引当金 44,104 －

その他 490,789 519,986

固定負債合計 2,060,811 2,376,774

負債合計 10,671,349 10,280,819
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年11月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年２月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,921,525 2,921,525

資本剰余金 3,558,349 3,558,349

利益剰余金 4,632,201 4,664,794

自己株式 △11,523 △10,543

株主資本合計 11,100,553 11,134,126

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5,716 △4,253

評価・換算差額等合計 △5,716 △4,253

純資産合計 11,094,837 11,129,872

負債純資産合計 21,766,186 21,410,691
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 (2)【四半期損益計算書】 
   【第３四半期累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年11月20日) 

売上高 30,283,849

売上原価 22,036,936

売上総利益 8,246,913

販売費及び一般管理費 8,009,534

営業利益 237,379

営業外収益  

受取利息 57,656

受取配当金 704

受取賃貸料 388,397

その他 105,787

営業外収益合計 552,546

営業外費用  

支払利息 27,826

賃貸収入原価 310,108

その他 1,607

営業外費用合計 339,542

経常利益 450,383

特別利益  

固定資産売却益 33

特別利益合計 33

特別損失  

固定資産除売却損 4,287

減損損失 4,341

賃借契約損失引当金繰入額 45,892

賃貸借契約解約損 34,826

特別損失合計 89,346

税引前四半期純利益 361,070

法人税、住民税及び事業税 238,829

法人税等調整額 △12,392

法人税等合計 226,437

四半期純利益 134,633
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 (3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年11月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 361,070

減価償却費 350,111

減損損失 4,341

貸倒引当金の増減額（△は減少） 65

賞与引当金の増減額（△は減少） △127,349

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,772

賃借契約損失引当金の増減額（△は減少） 44,104

受取利息及び受取配当金 △58,361

支払利息 27,826

固定資産除売却損益（△は益） 4,253

賃貸借契約解約損 34,826

売上債権の増減額（△は増加） △61,925

たな卸資産の増減額（△は増加） △107,816

仕入債務の増減額（△は減少） 708,536

未払費用の増減額（△は減少） 177,378

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減
少）

3,457

前払年金費用の増減額（△は増加） 3,073

その他 12,096

小計 1,388,460

利息及び配当金の受取額 14,905

利息の支払額 △24,388

法人税等の支払額 △258,729

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,120,247

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △59,732

有形固定資産の売却による収入 70

投資有価証券の取得による支出 △3,205

差入保証金の回収による収入 238,988

その他 △28,829

投資活動によるキャッシュ・フロー 147,290

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △641,979

自己株式の取得による支出 △979

配当金の支払額 △167,007

財務活動によるキャッシュ・フロー △509,966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 757,571

現金及び現金同等物の期首残高 535,510

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,293,082
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表

等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

  

 
  

「参考」

(1) (要約) 四半期損益計算書

前年第３四半期累計期間(平成20年２月21日～平成20年11月20日)

科  目

前年同四半期 

(平成21年２月期第３四半期)

金額(千円)

Ⅰ 売上高 31,676,715

Ⅱ 売上原価 22,955,809

   売上総利益 8,720,906

Ⅲ 販売費及び一般管理費 8,150,923

   営業利益 569,982

Ⅳ 営業外収益 585,122

Ⅴ 営業外費用 354,200

   経常利益 800,904

Ⅵ 特別利益

 1. 固定資産売却益 3,428

 2. 貸倒引当金戻入益 639

 3. 補償金収入 102,606

 4. 抱合せ株式消滅差益 123,942

  特別利益合計 230,617

Ⅶ 特別損失

 1. 固定資産売却損 13,319

 2. 固定資産除却損 6,735

 3. 減損損失 161,745

  特別損失合計 181,801

   税引前四半期(当期) 

   純利益
849,720

   税金費用 473,359

   四半期(当期)純利益 376,361
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(2) (要約) 四半期キャッシュ・フロー計算書

前年第３四半期累計期間(平成20年２月21日～平成20年11月20日)

前年同四半期 

(平成21年２月期第３四半期)

区分 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税引前四半期(当期)純利益 849,720

 ２ 減価償却費 312,056

  ３  長期前払費用償却費 2,661

  ４ 減損損失 161,745

  ５  貸倒引当金の増減額(減少：△) △639

 ６ 賞与引当金の増減額(減少：△) 153,395

 ７ 退職給付引当金の増減額(減少：△) △11,294

 ８ 役員退職慰労引当金の増減額(減少：△) 12,863

 ９ たな卸資産の増減額(増加：△) △569,581

 10 仕入債務の増減額(減少：△) 990,645

 11 その他 300,871

    小計 1,600,701

 12 利息及び配当金の受取額 7,532

 13 利息の支払額 △30,367

 14 補償金の受取額 48,216

 15 役員退職慰労金の支払額 △12,736

 16 法人税等の支払額 △575,513

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,037,834

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 有形固定資産の取得による支出 △626,538

 ２ 有形固定資産の売却による収入 51,633

 ３ 差入保証金の回収額 270,086

 ４ 出店仮勘定の差入による支出 △350,971

 ５ その他 △31,675

  投資活動によるキャッシュ・フロー △687,466

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 長期借入による収入 900,000

 ２ 長期借入金の返済による支出 △575,300

 ３ 自己株式の取得による支出 △431

 ４ 配当金の支払による支出 △111,576

  財務活動によるキャッシュ・フロー 212,691

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額 563,059

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 718,895

Ⅵ 合併による現金及び現金同等物の増加額 52,266

Ⅶ 現金及び現金同等物の 

  四半期末(期末)残高
1,334,221
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